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(57)【要約】
【課題】動画像において黒表示を行うことによる動画ぼ
けの改善を達成しつつ、フリッカのない表示装置を提供
すること。
【解決手段】第１の画素群と第２の画素群に分割される
複数の画素がマトリクス状に配置される液晶パネルと、
１フレームを第１の期間と後続する第２の期間に分け、
複数の画素の輝度を制御する制御手段と、を有し、第１
の画素群は、第１の期間の輝度が第２の期間の輝度より
も大きくなるように制御され、第２の画素群は、フレー
ム間の対応する画素の差分が所定の閾値より大きい場合
、第１の期間の輝度が第２の期間の輝度よりも大きくな
るように制御され、差分が所定の閾値より小さい場合、
第１の期間の輝度が第２の期間の輝度よりも小さくなる
ように制御されることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の画素群と第２の画素群に分割される複数の画素がマトリクス状に配置される液晶
パネルと、
　１フレームを第１の期間と後続する第２の期間に分け、前記複数の画素の輝度を制御す
る制御手段と、を有し、
　前記第１の画素群は、前記第１の期間の輝度が前記第２の期間の輝度よりも大きくなる
ように制御され、
　前記第２の画素群は、フレーム間の対応する画素の差分が所定の閾値より大きい場合、
前記第１の期間の輝度が前記第２の期間の輝度よりも大きくなるように制御され、前記差
分が前記所定の閾値より小さい場合、前記第１の期間の輝度が前記第２の期間の輝度より
も小さくなるように制御されることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記第１の画素群に含まれる画素は、第１の方向および前記第１の方向に直交する第２
の方向において互いに隣接しないように配置され、
　前記第２の画素群に含まれる画素は、前記第１および第２の方向において互いに隣接し
ないように配置されることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１および第２の画素群は、フレームごとに入れ替えられることを特徴とする請求
項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　入力画像の動き方向を判定する判定手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記判定手段の判定に応じて、前記第１および第２の画素群の配置を
変更することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１および第２の画素群は、前記第１の画素群に含まれる画素が前記第２の画素群
に含まれる画素と第１の方向で隣接し、前記第１の方向に直交する第２の方向で隣接しな
いように配置されることを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記動き方向は、前記第１および第２の方向であり、
　前記制御手段は、前記動き方向が前記第１の方向の場合、前記第１の画素群に含まれる
画素が前記第２の画素群に含まれる画素と前記第１の方向で隣接し、前記第２の方向で隣
接しないように、前記第１および第２の画素群を配置し、前記動き方向が前記第２の方向
の場合、前記第１の画素群に含まれる画素が前記第２の画素群に含まれる画素と前記第２
の方向で隣接し、前記第１の方向で隣接しないように、前記第１および第２の画素群を配
置することを特徴とする請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　第１の画素群と第２の画素群を備える複数の画素がマトリクス状に配置される液晶パネ
ルを備える表示装置の制御方法であって、
　１フレームを第１の期間と後続する第２の期間に分けるステップと、
　フレーム間の対応する画素の差分と所定の閾値を比較するステップと、
　フレーム間の対応する画素の差分が所定の閾値より大きい場合、前記第１の画素群が前
記第１の期間の輝度が前記第２の期間の輝度よりも大きくなるように制御され、前記第２
の画素群が前記第１の期間の輝度が前記第２の期間の輝度よりも大きくなるように制御さ
れるステップと、
　前記差分が前記所定の閾値より小さい場合、前記第１の画素群が前記第１の期間の輝度
が前記第２の期間の輝度よりも大きくなるように制御され、前記第２の画素群が前記第１
の期間の輝度が前記第２の期間の輝度よりも小さくなるように制御されるステップと、を
有することを特徴とする表示装置の制御方法。
【請求項８】
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　請求項７に記載の制御方法をコンピュータに実行させるプログラム。
【請求項９】
　請求項８に記載のプログラムを格納する記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶プロジェクタ、液晶ディスプレイ、および液晶テレビなどの液晶表示装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、１フレーム内でパルス状に発光するブラウン管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒ
ａｙ　Ｔｕｂｅ：ＣＲＴ）などのインパルス型表示装置と異なり、１フレーム内で表示状
態が保持されるホールド型表示装置である。ホールド型表示装置は、インパルス型表示装
置に比べて、動画視認性が低下するとともに、動画ぼけと呼ばれる画質劣化が発生しやす
い。特許文献１では、動画ぼけを改善するとともに、動画視認性を向上させるために、１
フレームを複数のサブフィールドに分割し、１つ以上のサブフィールドで黒表示（黒挿入
）を行うことで、インパルス型表示装置に近い表示を行う方法を提案している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許４６５５３４１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　映像内に動きのある領域では黒表示を行うことは動画視認性を向上させるために有効で
あるが、映像内に動きのない領域では動きがないにも関わらず大きく明滅することになり
、視聴上不快なものとなる。これは一般にフリッカ―と呼ばれ、特に動きのない領域が広
いほど不快なものとなる。
【０００５】
　このような課題に鑑みて、本発明は、動画像において黒表示を行うことによる動画ぼけ
を改善しつつ、フリッカのない表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一側面としての表示装置は、第１の画素群と第２の画素群に分割される複数の
画素がマトリクス状に配置される液晶パネルと、１フレームを第１の期間と後続する第２
の期間に分け、前記複数の画素の輝度を制御する制御手段と、を有し、前記第１の画素群
は、前記第１の期間の輝度が前記第２の期間の輝度よりも大きくなるように制御され、前
記第２の画素群は、フレーム間の対応する画素の差分が所定の閾値より大きい場合、前記
第１の期間の輝度が前記第２の期間の輝度よりも大きくなるように制御され、前記差分が
前記所定の閾値より小さい場合、前記第１の期間の輝度が前記第２の期間の輝度よりも小
さくなるように制御されることを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明の他の側面としての表示装置の制御方法は、第１の画素群と第２の画素群
に分割される複数の画素がマトリクス状に配置される液晶パネルを備える表示装置の制御
方法であって、１フレームを第１の期間と後続する第２の期間に分けるステップと、フレ
ーム間の対応する画素の差分と所定の閾値を比較するステップと、フレーム間の対応する
画素の差分が所定の閾値より大きい場合、前記第１の画素群が前記第１の期間の輝度が前
記第２の期間の輝度よりも大きくなるように制御され、前記第２の画素群が前記第１の期
間の輝度が前記第２の期間の輝度よりも大きくなるように制御されるステップと、前記差
分が前記所定の閾値より小さい場合、前記第１の画素群が前記第１の期間の輝度が前記第
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２の期間の輝度よりも大きくなるように制御され、前記第２の画素群が前記第１の期間の
輝度が前記第２の期間の輝度よりも小さくなるように制御されるステップと、を有するこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、動画像において黒表示を行うことによる動画ぼけを改善しつつ、フリ
ッカのない表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の一例としての液晶プロジェクタのブロッ
ク図である。
【図２】図２（ａ）はインパルス型表示装置の輝度特性を示す図、図２（ｂ）は液晶表示
装置の輝度特性を示す図である。
【図３】図３（ａ）サブフィールドＳＦｘ２で黒表示を行う液晶表示装置の輝度特性を示
す図、図３（ｂ）はサブフィールドＳＦｘ１で黒表示を行う液晶表示装置の輝度特性を示
す図である。
【図４】黒表示を行うサブフィールドを選択する方法を示すフローチャートである。
【図５】実施例１の画素群の配置図である。
【図６】図６（ａ）は１フレームあたり１画素ずつ矩形が左から右にスクロールする映像
を示す図、図６（ｂ）は１フレームあたり１画素ずつ矩形が上から下にスクロールする映
像を示す図である。
【図７】実施例１の黒表示の実行を示した図である。
【図８】実施例２の画素群の配置図である。
【図９】実施例２の黒表示の実行を示した図である。
【図１０】図１０（ａ）は実施例３または４の画素群の配置図である。図１０（ｂ）は実
施例４の画素群の配置図である。
【図１１】図１１（ａ）は実施例３または４の黒表示の実行を示した図、図１１（ｂ）は
実施例４の黒表示の実行を示した図である。
【図１２】実施例４の液晶プロジェクタのブロック図である。
【図１３】実施例４の各フレームにおける画素群の配置を決定する方法を示すフローチャ
ートである。
【図１４】固定フィールドで黒表示の実行を示した図である。
【図１５】画素群を垂直動き用で配置し、黒表示の実行を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施例について、図面を参照しながら詳細に説明する。各図において、
同一の部材については同一の参照番号を付し、重複する説明は省略する。
【実施例１】
【００１１】
　図１を参照して、本発明の液晶表示装置の一例としての液晶プロジェクタについて説明
する。液晶プロジェクタは、入力信号に従って液晶パネルを変調駆動し、光源からの光を
利用して画像を不図示の被投射面（スクリーンなど）に投射（拡大投影）する投射型表示
装置である。但し、本実施形態に適用可能な液晶表示装置は、液晶ディスプレイや液晶テ
レビを含む。
【００１２】
　液晶プロジェクタは、入力端子１０１、映像入力回路１０２、映像処理回路１０３、黒
挿入回路１０４、パネル駆動回路１０５、液晶パネル１０６、コントローラ（制御手段）
１０７、操作パネル１０８、およびリモートコントローラ１０９を有する。入力端子１０
１に入力された入力信号は、映像入力回路１０２で信号種別の判別が行われ、アナログ映
像信号であれば、Ａ／Ｄ変換が行われた上で後段の処理が行われる。映像処理回路１０３
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は、コントローラ１０７がパネル駆動回路１０５に入力される信号を調整することで、製
品固有の画像処理や、操作パネル１０８やリモートコントローラ１０９などを用いてユー
ザーにより調整される画像処理がなされるように制御される。黒挿入回路１０４は、黒表
示を行う。パネル駆動回路１０５は、液晶プロジェクタの表示画像が、入力信号に応じた
適切な輝度となるように液晶パネル１０６を駆動する。液晶パネル１０６には、マトリク
ス状に複数の画素が配置されている。
【００１３】
　図２（ａ）に示される１フレーム内でパルス状に発光するＣＲＴなどのインパルス型表
示装置と異なり、液晶表示装置は図２（ｂ）に示されるように１フレームにわたって一定
輝度で駆動される。液晶表示装置では、インパルス型表示装置に比べて、動画ぼけが多く
視認される。そこで、１フレームを本来の輝度を出力するサブフィールドと黒挿入回路１
０４によって黒表示を行うサブフィールドとに分割して駆動することで、インパルス型表
示装置に近い駆動を得る。
【００１４】
　図３（ａ），（ｂ）は、各フレームＦｘ（ｘ＝１，２…）をサブフィールドＳＦｘ１（
第１の期間）と後続するサブフィールドＳＦｘ２（第２の期間）に分割し黒表示を行うこ
とで、図２（ｂ）の輝度特性を補正した後の輝度特性を示す図である。図３（ａ）はサブ
フィールドＳＦｘ２で黒表示を行う液晶表示装置の輝度特性を示す図、図３（ｂ）はサブ
フィールドＳＦｘ１で黒表示を行う液晶表示装置の輝度特性を示す図である。コントロー
ラ１０７は、常時サブフィールドＳＦｘ２で黒表示を行う画素群１と、サブフィールドＳ
Ｆｘ１およびＳＦｘ２のいずれかを選択して黒表示を行う画素群２により全領域が構成さ
れるように制御する。
【００１５】
　図４は、コントローラ１０７によって実行される画素群２に黒表示を行うサブフィール
ドを選択する方法を示すフローチャートであり、「Ｓ」はステップ（工程）の略である。
図４の方法は、コンピュータによって各ステップを実行させるためのプログラムとして実
現可能である。さらに、プログラムは、これを格納した半導体メモリや光ディスク等の記
憶媒体やインターネット、ＬＡＮを介して液晶プロジェクタやパーソナルコンピュータに
インストールされるようにしてもよい。
【００１６】
　まず、コントローラ１０７は、画素群２に属する画素において、その画素の前フレーム
との差分量を算出し、算出された差分量と所定の閾値を比較する（Ｓ１０１）。差分量が
閾値よりも大きい場合、図３（ａ）に示されるようにサブフィールドＳＦｘ２で黒を表示
する（Ｓ１０２）。差分量が閾値よりも小さい場合、図３（ｂ）に示されるようにサブフ
ィールドＳＦｘ１で黒を表示する（Ｓ１０３）。差分量が閾値と等しい場合は、Ｓ１０２
に進むようにしてもよいし、Ｓ１０３に進むようにしてもよい。また、閾値を０に設定す
ると、画素ごとにフレーム間のあらゆる変化に対応することになる。
【００１７】
　以下、本実施形態の黒表示の制御方法について詳細に説明する。本実施例では、画素群
１および２は、単位面積当たりの構成比が略等しくなるように、また、方向性を持たずに
配置される。つまり、全領域を９０度回転させても、反転させても、画素１および２の出
現周期は変わらないように画素群１および２を配置する。そうすることで、フレーム間の
差分量の算出結果に対する方向依存性を軽減することができる。本実施例では、図５に示
されるように、画素１，３，６，８，９，１１，１４，１６を画素群１とし、画素２，４
，５，７，１０，１２，１３，１５を画素群２とする。
【００１８】
　ここでは、図６（ａ）に示される１フレームあたり１画素ずつ矩形が左から右にスクロ
ールする映像を示す図を用いて、黒表示の制御方法について説明する。従来の固定フィー
ルドで黒表示を行う場合について図１４を用いて説明する。図１４では、サブフィールド
ＳＦｘ１またはＳＦｘ２において、全領域で黒表示が行われる。この場合、サブフィール
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ドＳＦｘ１およびＳＦｘ２で大きく明滅することになり、視聴者はフリッカを感じてしま
う。
【００１９】
　図７は、本実施例の各フレームでの黒表示の実行を示した図である。フレームＦ２にお
いて、画素群１に分類される画素１，３，６，８，９，１１，１４，１６は、必ずサブフ
ィールドＳＦ２２で黒表示される。また、画素群２に分類される画素２，４，５，７，１
０，１２，１３，１５のうち、フレームＦ１から動きのない画素２，４，５，７，１２，
１３，１５は、サブフィールドＳＦ２１で黒表示される。一方、フレームＦ１から動きの
ある画素１０は、サブフィールドＳＦ２２で黒表示される。このとき、動きのない画素７
，８，１１，１２，１５，１６はそれぞれ、サブフィールドＳＦ２１とサブフィールドＳ
Ｆ２２との間で輝度が変化している。しかしながら、画素７，８，１１，１２，１５，１
６を含む空間として連続している領域では、サブフィールドＳＦ２１とサブフィールドＳ
Ｆ２２との間で平均輝度が変化していない。そのため、視聴者は、フリッカを感じにくい
。また、動きのある画素６，１０，１４を含むエッジ状の領域は、サブフィールドＳＦ２
１で本来の輝度を出力し、サブフィールドＳＦ２２で黒表示が行われるため、動画ぼけが
改善される。
【００２０】
　以上説明した制御方法により、動きのある領域ではインパルス駆動による動画ぼけが改
善され、動きのない領域ではサブフィールド毎の輝度が一定となるように黒表示を行うこ
とでフリッカが目視されない。また、フレーム間の差分量に応じて画素ごとに黒表示を行
う場合、黒表示を行ったかどうかによって輝度補償および色補償を行う必要があるが、液
晶特性からそれらを行うことは難しい。しかしながら、本実施例では、全画素で黒表示が
行われているため、輝度補償および色補償を行う必要はない。
【実施例２】
【００２１】
　本実施例の液晶プロジェクタの構成は、実施例１の液晶プロジェクタの構成と同一であ
る。本実施例では、実施例１と同様に、画素群１および２は、単位面積当たりの構成比が
略等しくなるように、また、方向性を持たずに配置される。本実施例では、図８に示され
るように、フレームＦ１，Ｆ３，Ｆ５では、画素１，３，６，８，９，１１，１４，１６
を画素群１とし、画素２，４，５，７，１０，１２，１３，１５を画素群２とする。また
、フレームＦ２，Ｆ４では、画素２，４，５，７，１０，１２，１３，１５を画素群１と
し、画素１，３，６，８，９，１１，１４，１６を画素群２とする。
【００２２】
　本実施例においても、図６（ａ）に示される１フレームあたり１画素ずつ矩形が左から
右にスクロールする映像を示す図を用いて、黒表示の制御方法について説明する。図９は
、本実施例の各フレームでの黒表示の実行を示した図である。
【００２３】
　フレームＦ２では、画素群１に分類される画素２，４，５，７，１０，１２，１３，１
５は、必ずサブフィールドＳＦ２２で黒表示される。また、画素群２に分類される画素１
，３，６，８，９，１１，１４，１６のうち、フレームＦ１から動きのない画素１，３，
８，９，１１，１６は、サブフィールドＳＦ２１で黒表示される。一方、フレームＦ１か
ら動きのある画素６，１４は、サブフィールドＳＦ２２で黒表示される。
【００２４】
　フレームＦ３では、画素群１に分類される画素１，３，６，８，９，１１，１４，１６
は、必ずサブフィールドＳＦ３２で黒表示される。また、画素群２に分類される画素２，
４，５，７，１０，１２，１３，１５のうち、フレームＦ２から動きのない画素２，４，
１０，１２は、サブフィールドＳＦ３１で黒表示される。一方、フレームＦ２から動きの
ある画素５，７，１３，１５は、サブフィールドＳＦ３２で黒表示される。
【００２５】
　フレームＦ２の動きのない画素７，８，１１，１２，１５，１６はそれぞれ、サブフィ
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ールドＳＦ２１とサブフィールドＳＦ２２との間で輝度が変化している。しかしながら、
画素７，８，１１，１２，１５，１６を含む空間として連続している領域では、サブフィ
ールドＳＦ２１とサブフィールドＳＦ２２との間で平均輝度が変化していない。そのため
、視聴者は、フリッカを感じにくい。同様に、フレームＦ３の動きのない画素４，８，１
２，１６はそれぞれ、サブフィールドＳＦ３１とサブフィールドＳＦ３２との間で輝度が
変化している。しかしながら、画素４，８，１２，１６を含む空間として連続している領
域では、サブフィールドＳＦ３１とサブフィールドＳＦ３２との間で平均輝度が変化して
いない。そのため、視聴者は、フリッカを感じにくい。また、フレームＦ２の動きのある
画素６，１０，１４を含む動きのあるエッジ状の領域は、サブフィールドＳＦ２１で本来
の輝度を出力し、サブフィールドＳＦ２２で黒表示が行われるため、動画ぼけが改善され
る。同様に、フレームＦ３の動きのある画素５，７，９，１１，１３，１５を含むエッジ
状の領域は、サブフィールドＳＦ３１で本来の輝度を出力し、サブフィールドＳＦ３２で
黒表示が行われるため、動画ぼけが改善される。
【００２６】
　以上説明した制御方法により、動きのある領域ではインパルス駆動による動画ぼけが改
善され、動きのない領域ではサブフィールド毎の輝度が一定となるように黒表示を行うこ
とでフリッカが目視されない。また、フレーム感の差分量に応じて画素ごとに黒表示を行
う場合、黒表示を行ったかどうかによって輝度補償および色補償を行う必要があるが、液
晶特性からそれらを行うことは難しい。しかしながら、本実施例では、全画素で黒表示が
行われているため、輝度補償および色補償を行う必要はない。
【実施例３】
【００２７】
　本実施例の液晶プロジェクタの構成は、実施例１および２の液晶プロジェクタの構成と
同一である。本実施例では、画素群１および２は、単位面積当たりの構成比が略等しくな
るように配置される。本実施例では、図１０（ａ）に示されるように、画素１，２，３，
４，９，１０，１１，１２を画素群１とし、画素５，６，７，８，１３，１４，１５，１
６を画素群２とする。
【００２８】
　本実施例においても、図６（ａ）に示される１フレームあたり１画素ずつ矩形が左から
右にスクロールする映像を示す図を用いて、黒表示の制御方法について説明する。図１１
（ａ）は、本実施例の各フレームでの黒表示の実行を示した図である。
【００２９】
　フレームＦ２において、画素群１に分類される画素１，２，３，４，９，１０，１１，
１２は、必ずサブフィールドＳＦ２２で黒表示される。また、画素群２に分類される画素
５，６，７，８，１３，１４，１５，１６のうち、フレームＦ１から動きのない画素５，
７，８，１３，１５，１６は、サブフィールドＳＦ２１で黒表示される。一方、フレーム
Ｆ１から動きのある画素６，１４は、サブフィールドＳＦ２２で黒表示される。このとき
、動きのない画素３，４，７，８，１１，１２，１５，１６はそれぞれ、サブフィールド
ＳＦ２１とサブフィールドＳＦ２２との間で輝度が変化している。しかしながら、画素３
，４，７，８，１１，１２，１５，１６を含む空間として連続している領域では、サブフ
ィールドＳＦ２１とサブフィールドＳＦ２２との間で平均輝度が変化していない。そのた
め、視聴者は、フリッカを感じにくい。また、動きのある画素６，１０，１４を含むエッ
ジ状の領域は、サブフィールドＳＦ２１で目的の輝度を出力し、サブフィールドＳＦ２２
で黒表示が行われるため、動画ぼけが改善される。
【００３０】
　以上説明した制御方法により、動きのある領域ではインパルス駆動による動画ぼけが改
善され、動きのない領域ではサブフィールド毎の輝度が一定となるように黒表示を行うこ
とでフリッカが目視されない。また、フレーム間の差分量に応じて画素ごとに黒表示を行
う場合、黒表示を行ったかどうかによって輝度補償および色補償を行う必要があるが、液
晶特性からそれらを行うことは難しい。しかしながら、本実施例では、全画素で黒表示が
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行われているため、輝度補償および色補償を行う必要はない。
【実施例４】
【００３１】
　図１２は、本実施例の液晶プロジェクタのブロック図である。本実施例の液晶プロジェ
クタは、他の実施例とは異なり、動き検出回路（判定手段）１１０を備える。動き検出回
路１１０は、入力信号の映像（入力画像）の水平方向または水平方向に直交する垂直方向
の動き量のどちらが大きいかを判定する。例えば、入力信号の連続する複数フレームの類
似ブロックを探索し、ブロックが上下方向より左右方向へ大きく動いていれば水平方向へ
動いていると判定し、左右方向より上下方向へ大きく動いていれば垂直方向へ動いている
と判定する。領域分割して、領域ごとの動き方向の重みづけ平均値などを用いることで注
目する場所を制御してもよい。他の構成は他の実施例と同様であるので、詳細な説明は省
略する。
【００３２】
　本実施例では、画素群１および２は、単位面積当たりの構成比が略等しくなるように配
置される。本実施例では、フレームごとに画素群１および２を図１０（ａ），（ｂ）に示
すように配置する。図１０（ａ）の配置は、入力画像が水平方向へ移動していると判定さ
れたときに使用され、画素群１および２の各画素は水平方向で隣接し、垂直方向では隣接
しない。図１０（ｂ）の配置は、入力画像が垂直方向へ移動していると判定されたときに
使用され、画素群１および２の各画素は垂直方向で隣接し、水平方向では隣接しない。
【００３３】
　図１３は、動き検出回路からの出力に基づいて、コントローラ１０７によって実行され
る各フレームにおける画素群の配置を決定する方法を示すフローチャートであり、「Ｓ」
はステップ（工程）の略である。まず、動き検出回路１１０は、入力画像の水平方向と垂
直方向のどちらの動き量が大きいかを判定する（Ｓ２０１）。動き検出回路１１０が垂直
方向の動き量が大きいと判定すれば、コントローラ１０７は画素群を図１０（ｂ）のよう
に配置する(Ｓ２０２)。動き検出回路１１０が水平方向の動き量が大きいと判定すれば、
コントローラ１０７は画素群を図１０（ａ）のように配置する(Ｓ２０３)。なお、本実施
例では、入力画像の動き方向をフレームごとに判定しているが、より多いフレームから動
き方向を判定してもよい。
【００３４】
　次に、本実施例の黒表示の制御方法について説明する。まず、図６（ａ）に示される１
フレームあたり１画素ずつ矩形が左から右にスクロールする映像を示す図を用いた場合に
ついて説明する。
【００３５】
　図１４は、サブフィールドＳＦｘ１またはＳＦｘ２において、全領域で黒表示を行う場
合を示している。この場合、サブフィールドＳＦｘ１およびＳＦｘ２で大きく明滅するこ
とになり、視聴者はフリッカを感じることになる。
【００３６】
　図１５は、動き検出回路１１０の検出結果によらず、画素群を図１０（ｂ）の垂直方向
動き用に配置し、各フレームで黒表示を行う場合を示している。画素群１および２は、垂
直方向に沿って並んでいるため、２つのサブフィールドにわたって黒表示が行われる画素
が連続する。例えば、フレームＦ２およびＦ３のエッジ方向の画素６，１０，１４では、
サブフィールドＳＦ２２およびＳＦ３１で連続して黒表示がなされ、視認性が低下してし
まう。
【００３７】
　本実施例では、動き検出回路１１０により図６（ａ）の映像は水平方向の動き量のほう
が大きいと判断される。水平方向の動き量のほうが大きいと判断されると、コントローラ
１０７は画素群を図１０（ａ）に示されるように水平動き用に配置する。図１１（ａ）は
、画素群が水平動き用に配置された状態において、各フレームでの黒表示の実行を示した
図である。
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【００３８】
　フレームＦ２において、画素群１に分類される画素１，２，３，４，９，１０，１１，
１２は、必ずサブフィールドＳＦ２２で黒表示される。また、画素群２に分類される画素
５，６，７，８，１３，１４，１５，１６のうち、フレームＦ１から動きのない画素５，
７，８，１３，１５，１６は、サブフィールドＳＦ２１で黒表示される。一方、フレーム
Ｆ１から動きのある画素６，１４は、サブフィールドＳＦ２２で黒表示される。したがっ
て、２つのサブフィールドで連続して黒表示が行われる画素が隣接することはない。
【００３９】
　次に、図６（ｂ）に示される１フレームあたり１画素ずつ矩形が上から下にスクロール
する映像を示す図を用いた場合について説明する。本実施例では、動き検出回路１１０に
より図６（ｂ）の映像は垂直方向の動き量のほうが大きいと判断される。垂直方向の動き
量のほうが大きいと判断されると、コントローラ１０７は画素群を図１０（ｂ）に示され
るように垂直動き用に配置する。図１１（ｂ）は、画素群が垂直動き用に配置された状態
において、各フレームでの黒表示の実行を示した図である。
【００４０】
　フレームＦ２において、画素群１に分類される１，３，５，７，９，１１，１３，１５
は、必ずサブフィールドＳＦ２２で黒表示される。また、画素群２に分類される２，４，
６，８，
１０，１２，１４，１６のうち、フレームＦ１から動きのない画素２，４，１０，１２，
１４，１６は、サブフィールドＳＦ２１で黒表示される。一方、フレームＦ１から動きの
ある画素６，８は、サブフィールドＳＦ２２で黒表示される。このとき、動きのない画素
２，４，１０，１２，１４，１６はそれぞれ、サブフィールドＳＦ２１とサブフィールド
ＳＦ２２との間で輝度が変化している。しかしながら、画素２，４，１０，１２，１４，
１６を含む空間として連続している領域では、サブフィールドＳＦ２１とサブフィールド
ＳＦ２２との間で平均輝度が変化していない。そのため、視聴者は、フリッカを感じにく
い。また、動きのある画素６，７，８を含むエッジ状の領域は、サブフィールドＳＦ２１
で目的の輝度を出力し、サブフィールドＳＦ２２で黒表示が行われるため、動画ぼけが改
善される。したがって、２つのサブフィールドで連続して黒表示が行われる画素が隣接す
ることはない。
【００４１】
　以上説明した制御方法により、動きのある領域ではインパルス駆動による動画ぼけの改
善がなされ、動きのない領域ではサブフィールド毎の輝度が一定となるように黒表示を行
うことでフリッカが目視されない。また、フレーム間の差分量に応じて画素ごとに黒表示
を行う場合、黒表示を行ったかどうかによって輝度補償および色補償を行う必要があるが
、液晶特性からそれらを行うことは難しい。しかしながら、本実施例では、全画素で黒表
示が行われているため、輝度補償および色補償を行う必要はない。
【００４２】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。
【符号の説明】
【００４３】
１０６　液晶パネル
１０７　コントローラ（制御手段）
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